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恩
師
の
渥
美
堅

持
先
生
か
ら
９
月

末
で
事
務
所
を
閉

め
る
と
連
絡
が
あ

り
、
片
づ
け
を
手

伝
っ
た
。
45
年
の

思
い
出
が
詰
ま
っ
た
10
坪
ほ

ど
の
事
務
所
で
公
務
員
、
会

社
員
、
漫
画
家
、
大
学
院
生

ら
同
じ
門
弟
と
一
緒
に
壁
一

面
の
棚
に
収
ま
っ
た
本
と
調

度
品
、
ロ
ッ
カ
ー
の
資
料
を

箱
詰
め
し
た
▼
テ
ー
ブ
ル
上

の
モ
ノ
は
持
ち
帰
り
自
由
。

先
生
が
エ
ジ
プ
ト
留
学
中
に

集
め
た
ア
ラ
ビ
ア
語
文
献
、

レ
リ
ー
フ
、
古
代
遺
跡
写
真

の
ネ
ガ
・
ポ
ジ
も
含
ま
れ
て

い
る
。
喜
ん
で
重
量
３
㌔
㌘

も
の
コ
ー
ラ
ン
の
豪
華
飾
り

本
と
、
セ
ピ
ア
色
の
フ
ラ
ン

ス
製
エ
ジ
プ
ト
写
真
集
を
い

た
だ
い
た
▼
も
う
一
つ
お
宝

を
ゲ
ッ
ト
し
た
。
フ
ル
ト
ベ

ン
グ
ラ
ー
（
１
８
８
６
〜
１

９
５
４
）
の
Ｃ
Ｄ
全
20
巻
で

あ
る
。
ド
イ
ツ
の
名
指
揮
者

と
の
誉
れ
高
い
が
、
一
度
も

聴
い
た
こ
と
が
な
い
。
家
に

持
ち
帰
り
、
セ
ロ
ハ
ン
紙
を

は
が
し
て
Ｍ
Ｄ
に
再
録
し

た
。
再
生
す
る
と
、
床
を
叩

く
音
や
観
客
の
咳
払
い
入
り

の
音
楽
が
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら

あ
ふ
れ
だ
し
て
き
た
▼
第
１

巻
は
１
９
４
４
年
12
月
19
〜

20
日
に
ウ
ィ
ー
ン
フ
ィ
ル
を

指
揮
し
た
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
の

「
英
雄
」
。
第
２
巻
は
50
年

６
月
20
日
、
第
３
巻
は
52
年

12
月
８
日
、
と
も
に
ベ
ル
リ

ン
フ
ィ
ル
に
よ
る
「
英
雄
」

だ
。
「
運
命
」「
合
唱
」
も
複

数
回
録
音
さ
れ
て
い
る
▼
作

曲
家
別
に
数
え
る
と
、
ベ
ー

ト
ー
ベ
ン
15
回
、
ブ
ラ
ー
ム

ス
７
回
、
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
３

回
、
ワ
ー
グ
ナ
ー
２
回
、
ス

ト
ラ
ビ
ン
ス
キ
ー
と
リ
ヒ
ャ

ル
ト
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
が
各
１

回
。
フ
ル
ト
ベ
ン
グ
ラ
ー
は

ど
れ
ほ
ど
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
を

尊
敬
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
▼

今
年
は
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
生
誕

２
５
０
周
年
。
ウ
ィ
ー
ン
の

墓
に
循
環
や
永
遠
、
完
全
を

象
徴
す
る
「
ウ
ロ
ボ
ロ
ス

（
自
身
の
尻
尾
を
呑
み
込
も

う
と
す
る
蛇
）
」
の
絵
が
金

色
に
輝
い
て
い
る
と
い
う

（
佐
藤
勝
彦
『
宇
宙
論
入
門

〜
誕
生
か
ら
未
来
へ
』）。
秋

の
夜
長
、
20
世
紀
の
名
演
を

じ
っ
く
り
聴
く
と
し
よ
う
。

　
群
馬
県
前
橋
市
の
「
元
総
社
町

南
」
交
差
点
。
高
崎
方
面
や
目
前
の

関
越
自
動
車
道
前
橋
イ
ン
タ
ー
に
向

け
て
ひ
っ
き
り
な
し
に
車
が
通
る
こ

こ
に
、
ア
ポ
ロ
マ
ー
ク
の
Ｓ
Ｓ
が
陣

取
る
。
キ
ャ
ノ
ピ
ー
の
上
に
は
、
隣

接
ビ
ル
の
サ
ン
ワ
の
ロ
ゴ
と
社
名
が

顔
を
の
ぞ
か
せ
る
。
74
年
前
に
沼
田

市
で
自
動
車
整
備
業
と
し
て
創
業
以

来
、
現
会
長
の
遠
藤
祐
司
氏
が
全
国

出
光
会
の
会
長
を
務
め
る
な
ど
、
地

域
を
代
表
す
る
燃
料
商
社
に
成
長
し

た
。
４
代
目
社
長
を
務
め
る
宗
司
氏

は
、
ニ
ー
ズ
が
あ
れ
ば
電
力
会
社
と

組
ん
で
電
力
小
売
を
開
始
す
る
な

ど
、
顧
客
視
点
に
こ
だ
わ
っ
て
事
業

改
革
を
進
め
て
き
た
。
目
下
の
テ
ー

マ
は
、
よ
り
能
動
的
な
社
員
の
育
成

と
い
う
。

―
社
長
就
任
か
ら
10
月
で
８
年

目
に
な
ら
れ
ま
す
。
遠
藤
社
長
は
こ

の
間
、
自
発
的
に
社
員
が
行
動
・
発

言
で
き
る
会
社
に
し
て
い
き
た
い
と

仰
っ
て
き
た
。

　
今
の
会
長
を
ト
ッ
プ
と
す
る
前
の

経
営
体
制
は
、
強
力
な
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
で
経
営
拡
大
を
図
っ
て
き
た

が
、
社
員
の
主
体
性
が
育
ち
に
く
い

環
境
だ
っ
た
と
思
う
。
指
示
待
ち
と

い
う
と
か
な
り
消
極
的
に
聞
こ
え
る

が
、
自
分
で
考
え
て
実
行
し
て
く
れ

る
方
が
少
な
か
っ
た
。

　
私
は
大
学
卒
業
後
に
就
職
し
た
出

光
興
産
か
ら
２
０

０
６
年
に
当
社
に

戻
っ
て
き
た
が
、

当
時
か
ら
そ
う
い

う
印
象
で
、
指
摘

し
て
も
変
わ
ら
な

い
の
で
は
な
い
か

と
い
う
思
い
も
あ

っ
た
。

　
当
時
は
若
い
社

員
と
よ
く
話
し
た
し
、
今
も
出
来
る

限
り
現
場
で
社
員
た
ち
と
話
を
す
る

よ
う
に
し
て
い
る
が
、
社
員
か
ら
は

「
会
社
に
提
言
し
て
も
変
わ
ら
な

い
、
だ
か
ら
言
わ
な
い
」
と
い
う
気

持
ち
が
感
じ
ら
れ
る
。
変
わ
ら
な
い

の
な
ら
、
言
わ
れ
た
こ
と
を
や
る
方

が
楽
で
し
ょ
う
。

　
私
が
00
年
に
出
光
に
入
っ
た
こ
ろ

か
ら
燃
料
業
界
は
攻
め
で
は
な
く
、

守
り
の
業
界
に
な
っ
て
い
た
。
人
口

も
ピ
ー
ク
ア
ウ
ト
し
、
当
時
か
ら
脱

炭
素
の
考
え
方
も
あ
り
、
先
が
バ
ラ

色
の
業
界
で
は
な
い
の
だ
ろ
う
と
感

じ
て
い
た
。
出
光
で
は
ガ
ソ
リ
ン
や

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
以
外
で
の
お
客
さ
ま
の
つ

な
が
り
や
、
そ
こ
か
ら
収
益
を
上
げ

て
い
く
と
い
う
こ
と
を
学
ん
だ
。
　

　
何
か
モ
ノ
を
つ
く
っ
て
い
る
会
社

で
あ
れ
ば
「
こ
の
点
を
改
善
す
れ
ば

ヒ
ッ
ト
の
可
能
性
も
高
ま
る
」
と
、

経
営
的
に
も
計
画
し
や
す
い
か
も
し

れ
な
い
が
、
当
社
が
主
力
と
す
る
石

油
製
品
や
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
は
、
他
社
の
そ

れ
と
の
性
能
に
違
い
は
な
い
。
差
別

化
に
は
、
お
客
さ
ま
に
対
し
て
の
サ

ー
ビ
ス
が
大
切
に
な
っ
て
く
る
。

　
話
を
戻
す
と
、
私
が
社
長
に
な
っ

て
か
ら
提
唱
し
た
こ
と
の
一
つ
が
風

通
し
を
良
く
す
る
こ
と
だ
。
現
場
の

人
間
が
い
ろ
い
ろ
な
思
い
を
持
っ
て

い
て
も
、
上
に
あ
げ
づ
ら
い
か
ら
上

げ
な
い
、
考
え
な
い
こ
と
を
な
く
し

た
い
と
思
っ
て
い
る
。
簡
単
で
は
な

い
が
、
少
し
ず
つ
イ
メ
ー
ジ
に
近
づ

い
て
い
る
。

　
現
行
の
５
カ
年
計
画
で
人
事
制
度

の
改
革
を
一
つ
の
テ
ー
マ
と
し
て
お

り
、
今
年
１
月
か
ら
一
部
制
度
を
変

更
し
た
。
成
果
報
酬
制
度
と
ま
で
は

い
か
な
い
が
、
社
歴
が
浅
く
て
も
自

分
の
考
え
で
行
動
で
き
る
社
員
に
光

を
当
て
る
よ
う
な
仕
組
み
と
し
た
。

ま
だ
始
め
た
ば
か
り
だ
が
、
変
え
て

み
て
よ
か
っ
た
と
は
思
っ
て
い
る
。

　
ま
ず
自
分
で
目
標
を
し
っ
か
り
決

め
て
も
ら
い
、
そ
の
目
標
を
ち
ゃ
ん

と
直
属
の
上
長
と
話
を
し
て
実
現
可

能
か
を
検
討
し
、
上
長
と
し
て
も

「
あ
な
た
に
は
こ
れ
く
ら
い
や
っ
て

も
ら
い
た
い
」
と
い
う
数
字
を
し
っ

か
り
と
伝
え
る
。
現
在
は
、
こ
う
し

て
設
定
し
た
目
標
に
対
し
、
達
成
出

来
た
、
出
来
な
い
と
い
う
点
に
非
常

に
重
き
を
置
い
て
い
る
。
今
ま
で
な

ら
、
営
業
所
自
体
の
成
績
だ
と
か
、

部
隊
の
成
績
が
と
い
う
の
が
多
か
っ

た
が
、
個
人
単
位
で
、
し
か
も
自
分

で
決
め
た
目
標
を
ど
れ
く
ら
い
や
れ

る
の
か
の
評
価
か
ら
、
自
分
の
こ
と

を
認
識
し
て
も
ら
う
よ
う
に
し
た
。

―
来
年
７
月
が
75
周
年
に
当
た

る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　
基
本
的
に
今
は
５
カ
年
計
画
が
進

ん
で
お
り
、
７
月
か
ら
の
新
年
度
で

最
終
の
５
年
目
に
入
っ
て
い
る
。

「
顧
客
満
足
の
追
求
」「
新
規
事
業

へ
の
挑
戦
」「
環
境
変
化
へ
の
対

応
」
を
柱
に
創
業
70
周
年
の
時
か
ら

進
め
て
き
た
が
、
今
春
以
来
の
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
で
国

内
外
の
情
勢
が
大
き
く
変
わ
っ
て
し

ま
っ
た
。
ど
う
着
地
さ
せ
る
の
か
難

し
い
と
こ
ろ
だ
が
、
総
仕
上
げ
と
75

周
年
か
ら
の
新
た
な
５
カ
年
計
画
の

準
備
を
進
め
て
い
る
。

　
現
計
画
で
は
、
基
本
的
に
社
内
の

意
識
変
化
と
い
う
か
、
お
客
さ
ま
目

線
で
活
動
し
な
さ
い
と
口
酸
っ
ぱ
く

話
し
、
月
一
回
の
部
長
会
議
の
席
で

各
部
の
好
事
例
を
発
表
し
て
も
ら
っ

て
い
る
。
加
え
て
毎
年
、
業
務
改
善

の
優
秀
者
を
表
彰
し
て
い
る
が
、
こ

れ
ら
を
続
け
て
い
く
な
か
で
、
営
業

の
担
当
者
か
ら
一
般
事
務
の
女
性
社

員
ま
で
そ
う
い
う
活
動
が
浸
透
し
て

き
て
い
る
。
温
度
差
は
ま
だ
あ
る

が
、
実
行
し
て
い
る
社
員
の
意
識
は

高
い
と
思
う
。

―
コ
ロ
ナ
影
響
と
い
う
想
定
外

の
状
況
に
も
な
っ
て
い
る
。

　
収
益
的
に
は
、
今
年
に
関
し
て
厳

し
い
面
が
あ
る
。
ど
こ
も
そ
う
だ
と

思
う
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
数
量
減
以

前
に
今
年
は
暖
冬
だ
っ
た
の
で
数
量

は
激
減
し
て
し
ま
っ
た
。
化
石
燃
料

が
大
幅
に
減
る
で
あ
ろ
う
10
年
後
の

姿
を
先
に
見
せ
ら
れ
た
感
が
あ
る
。

　
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
強
み
は
、
お
客
さ
ま

と
の
接
点
が
非
常
に
強
い
と
い
う
の

が
ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト
だ
っ
た
が
、

コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
っ
て
同
じ
よ
う

に
は
で
き
な
く
な
っ
た
。
何
も
し
な

け
れ
ば
弱
く
な
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。

　
当
初
は
、
75
周
年
に
な
る
来
年
７

月
か
ら
の
新
体
制
を
計
画
し
た
が
、

変
化
が
始
ま
っ
た
こ
と
か
ら
、
今
年

度
か
ら
組
織
を
変
え
、
来
年
の
周
年

時
に
万
全
の
体
制
で
新
た
な
５
カ
年

計
画
の
ス
タ
ー
ト
を
切
る
こ
と
に
し

た
。
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
は
、
販
売
店
を
フ
ォ

ロ
ー
、
サ
ポ
ー
ト
す
る
販
売
部
と
、

直
売
の
ホ
ー
ム
エ
ネ
ル
ギ
ー
部
が
直

売
と
太
陽
光
な
ど
の
部
隊
を
併
任
さ

せ
る
か
た
ち
に
再
編
し
、
深
堀
り
し

て
い
く
。
良
い
循
環
が
見
え
れ
ば
、

他
の
部
隊
も
変
え
て
い
く
。

　
当
社
は
70
年
以
上
群
馬
の
地
で
事

業
を
さ
せ
て
も
ら
い
、
今
が
あ
る
の

は
販
売
店
の
協
力
あ
っ
て
の
こ
と

だ
。
直
売
で
試
し
た
こ
と
を
販
売
店

に
紹
介
す
る
と
い
う
姿
勢
で
臨
み
つ

つ
、
販
売
店
の
考
え
に
耳
を
傾
け
な

が
ら
共
存
共
栄
を
目
指
し
た
い
。

（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で

行
い
ま
し
た
）

顧
客
目
線
で
共
存
共
栄

サンワ 遠藤宗司社長

〜
平
成
、そ
し
て
新
時
代
へ
〜

治
の

ざ
っ
く
ば
ら
ん
に

【
お
こ
と
わ
り
】

　
本
号
は
秋
季
特
別
編
集

６
㌻
と
し
て
発
行
し
ま

す
。１
面
は
「
総
合
」、
２

面
は
「
東
日
本
版
」（
北

海
道
・
東
北
・
首
都
圏
）、

３
面
は
「
西
日
本
版
」

（
中
部
・
近
畿
・
四
国
・

中
国
・
九
州
・
沖
縄
）、

６
面
は
「
住
設
・
供
給
機

器
・
新
技
術
版
」
と
し
ま

し
た
。
４
〜
５
面
が
「
九

州
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
タ
ン
ク
基
地

マ
ッ
プ
（
熊
本
・
大
分
・

宮
崎
・
鹿
児
島
・
沖
縄

編
）」
で
す
。

　
次
号
（
10
月
５
日
発

行
）
か
ら
通
常
編
成
で
お

届
け
し
ま
す
。

石
油
化
学
新
聞
社

　
大
西
洋
と
太
平
洋
を
結
ぶ

Ｌ
Ｐ
Ｇ
船
の
重
要
な
航
路
と

な
っ
て
い
る
パ
ナ
マ
運
河
が

70
年
ぶ
り
の
歴
史
的
な
水
不

足
に
陥
り
、
２
月
15
日
か
ら

節
水
・
渇
水
対
策
の
た
め
の

「
上
水
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
」
と

い
う
追
加
料
金
が
導
入
さ
れ

た
こ
と
を
巡
り
、
国
土
交
通

省
の
大
坪
新
一
郎
海
事
局
長

追
加
料
金

巡
　
　
り

日
本
と
パ
ナ
マ
が
協
議

歴
史
的
な
水
不
足

パナマ運河

と
、
パ
ナ
マ
運
河
庁
の
リ
カ

ウ
ル
テ
・
バ
ス
ケ
ス
長
官
に

よ
る
初
の
協
議
が
９
月
16

日
、
ウ
ェ
ブ
会
議
形
式
で
行

わ
れ
た
。

　
パ
ナ
マ
運
河
庁
は
、
水
路

の
主
水
源
で
あ
る
ガ
ト
ゥ
ン

湖
の
19
年
降
雨
量
が
平
年
の

20
％
を
下
回
り
、
今
後
数
年

も
降
雨
量
の
低
位
が
続
く
と

し
、
１
月
13
日
に
突
如
、
追

加
料
金
を
２
月
15
日
か
ら
導

入
す
る
と
発
表
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
、
日
本
船
主

協
会
の
中
島
孝
副
会
長
ら
が

２
月
13
日
に
パ
ナ
マ
を
訪

れ
、
ロ
ヨ
運
河
担
当
大
臣
、

バ
ス
ケ
ス
長
官
ら
に
導
入
延

期
を
求
め
た
が
、
パ
ナ
マ
側

は
深
刻
な
水
不
足
を
理
由

に
、
予
定
通
り
２
月
15
日
か

ら
追
加
料
金
を
導
入
。
日
本

側
は
引
き
続
き
、
導
入
経
緯

な
ど
詳
細
な
説
明
と
定
期
協

議
の
実
施
を
求
め
て
い
た
。

　
初
協
議
で
は
、
大
坪
局
長

が
追
加
料
金
の
導
入
に
つ
い

て
事
前
に
十
分
な
説
明
と
周

知
期
間
が
な
か
っ
た
と
し
て

遺
憾
の
意
を
表
明
し
た
。
し

か
し
、
パ
ナ
マ
側
は
水
源
で

あ
る
湖
の
水
が
希
少
資
源
で

あ
る
と
強
調
し
、
追
加
料
金

が
節
水
・
渇
水
対
策
と
し
て

「
不
可
欠
」
で
あ
り
「
当
面

の
間
、
制
度
の
見
直
し
は
行

わ
な
い
」
と
し
た
。

　
初
協
議
を
前
に
パ
ナ
マ
運

河
庁
は
９
月
７
日
、
向
こ
う

50
年
間
の
持
続
的
な
運
河
事

業
を
行
う
た
め
の
新
た
な
水

管
理
シ
ス
テ
ム
実
施
者
の
国

際
入
札
を
11
月
12
日
期
限
で

実
施
す
る
と
発
表
し
た
。
初

協
議
で
日
本
側
は
「
パ
ナ
マ

運
河
の
持
続
的
な
運
営
が
わ

が
国
海
運
に
と
っ
て
重
要
」

と
の
認
識
を
示
し
た
う
え
で

「
ど
ん
な
協
力
が
で
き
る
の

か
検
討
し
て
い
き
た
い
」
と

し
た
。
両
国
間
の
意
見
交
換

は
今
後
続
け
る
。

　
パ
ナ
マ
運
河
の
追
加
料
金

は
全
長
38
・
１
㍍
の
全
通
航

船
に
対
し
て
２
５
０
０
㌦

（
26
・
５
万
円
）
〜
１
万
㌦

（
１
０
６
万
円
）
の
定
額
料

金
を
徴
収
し
、
さ
ら
に
ガ
ト

ゥ
ン
湖
の
水
位
に
応
じ
て
通

航
料
の
１
〜
10
％
を
上
乗
せ

し
て
徴
収
す
る
制
度
。
日
本

船
主
協
会
は
２
月
時
点
で
、

会
員
船
会
社
へ
の
影
響
額
を

25
億
〜
41
億
円
と
見
積
も
っ

て
い
た
。

　
米
国
エ
ネ
ル
ギ
ー
情
報
局

（
Ｅ
Ｉ
Ａ
）
は
23
日
、
２
０

２
０
年
上
半
期
（
１
〜
６

月
）
の
石
油
製
品
輸
出
状
況

を
発
表
し
、
プ
ロ
パ
ン
輸
出

量
が
日
量
平
均
で
約
11
・
４

万
㌧
と
な
り
、
前
年
同
期
に

比
べ
約
１
・
７
万
㌧
増
、
率

に
し
て
17
％
の
大
幅
な
伸
び

と
な
っ
た
。

　
世
界
的
な
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響

で
、
同
時
期
の
石
油
製
品
全

体
の
輸
出
量
は
日
量
５
４
０

万
バレル
（
前
年
同
期
比
１
％

増
）
に
と
ど
ま
っ
た
。

　
ま
た
、
プ
ロ
パ
ン
の
大
幅

な
輸
出
増
に
つ
い
て
Ｅ
Ｉ
Ａ

は
、
３
月
に
中
国
政
府
が
プ

ロ
パ
ン
を
含
む
米
国
産
Ｌ
Ｐ

ガ
ス
に
課
す
関
税
の
免
除
を

20
年
上
期

コ
ロ
ナ
禍
も
事
業
継
続

米
国
産
輸
出
が
17
％
増
加

プロパン

実
施
し
た
こ
と
と
、
プ
ロ
パ

ン
を
含
む
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
が
一
般

家
庭
や
商
業
施
設
、
輸
送
、

化
学
原
料
、
農
業
な
ど
コ
ロ

ナ
禍
に
あ
っ
て
も
事
業
持
続

が
求
め
ら
れ
、
安
定
供
給
が

必
須
な
用
途
で
使
わ
れ
る
こ

と
か
ら
、
ア
ジ
ア
・
オ
セ
ア

ニ
ア
（
日
本
、
韓
国
、
中
国

を
含
む
）
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
向

け
に
継
続
的
な
輸
出
が
行
わ

れ
た
た
め
、
と
説
明
し
て
い

る
。

　
上
半
期
の
国
別
プ
ロ
パ
ン

輸
出
先
上
位
は
日
本
、
メ
キ

シ
コ
、
韓
国
、
中
国
の
順
と

な
っ
て
い
る
。
地
域
別
で
は

ア
ジ
ア
・
オ
セ
ア
ニ
ア
が
日

量
約
６
・
５
万
㌧
で
全
体
の

56
％
を
占
め
た
。

　
米
国
産
プ
ロ
パ
ン
の
輸
出

は
13
年
か
ら
本
格
化
し
た

が
、
Ｅ
Ｉ
Ａ
は
好
調
な
輸
出

の
背
景
と
し
て
、
主
要
な
石

油
製
品
と
区
別
し
て
い
る
点

も
挙
げ
て
い
る
。

小
・
中
２
校
体
育
館
に
導
入

避
難
所
利
用
見
据
え
た
事
例
に

み
ど
り
市

群
馬
県
公
立
校
で
初

自立型ＧＨＰ　
み
ど
り
市
（
須
藤
昭
男
市
長
）
は
今
月
、
市
立
小
・
中
学
校
２
校
（
あ
ず
ま
小
学
校
、
大
間
々
東
中
学

校
）
の
体
育
館
へ
の
電
源
自
立
式
Ｇ
Ｈ
Ｐ
設
置
を
完
了
し
た
。
群
馬
県
内
の
公
立
学
校
体
育
館
へ
の
導
入

は
初
め
て
で
、
他
地
域
に
先
駆
け
た
事
例
と
し
て
近
隣
自
治
体
へ
の
波
及
効
果
が
期
待
さ
れ
る
。

エ

ネ

庁

保
坂
長
官

国
際
シ
ン
ポ
で
指
摘

不
可
逆
的
な
構
造
変
化
も

エネ消費
　
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
の
保

坂
伸
長
官
は
18
日
、
オ
ン
ラ

イ
ン
形
式
で
行
わ
れ
た
第
５

回
国
際
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
（
日
本
エ
ネ
ル
ギ
ー

経
済
研
究
所
、
ア
ジ
ア
太
平

洋
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
セ
ン
タ

ー
共
催
）
で
講
演
し
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

の
影
響
に
よ
っ
て
「
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
は
不
可
逆
的
な
構

造
の
変
化
が
生
じ
る
可
能
性

も
あ
る
」
と
指
摘
し
た
。

　
保
坂
長
官
は
Ｉ
Ｍ
Ｆ
（
国

際
通
貨
基
金
）、
Ｉ
Ｅ
Ａ

（
国
際
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
関
）、

Ｗ
Ｈ
Ｏ
（
世
界
保
健
機
関
）

な
ど
国
際
機
関
・
研
究
所
の

予
測
を
引
用
す
る
か
た
ち

で
、
20
年
の
世
界
経
済
が
Ｇ

Ｄ
Ｐ
ベ
ー
ス
で
前
年
比
４
・

９
％
減
に
対
し
、
21
年
が
５

・
４
％
増
に
な
る
と
し
た
。

　
半
面
、
20
年
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
需
要
は
６
％
程
度
減
少
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
源
別
で
は
原
油

８
％
程
度
、
電
力
５
％
程

度
、
石
炭
８
％
程
度
、
天
然

ガ
ス
４
％
程
度
そ
れ
ぞ
れ
減

少
す
る
見
通
し
。
来
年
以
降

に
つ
い
て
は
経
済
回
復
に
伴

っ
て
「
一
部
回
復
す
る
」
も

の
の
、
ジ
ェ
ッ
ト
燃
料
需
要

が
コ
ロ
ナ
前
に
回
復
す
る
の

は
22
年
以
降
と
な
り
、
ガ
ソ

リ
ン
需
要
も
減
少
リ
ス
ク
を

抱
え
る
な
ど
運
輸
部
門
の
石

油
需
要
の
構
造
変
化
と
、
石

炭
か
ら
低
価
格
の
天
然
ガ
ス

へ
の
転
換
が
加
速
す
る
と
し

た
。
国
内
の
現
状
に
つ
い
て

は
、
各
社
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
等
対
策
特
措
法
に
基

づ
く
業
務
計
画
に
沿
っ
て
業

務
を
維
持
し
「
供
給
支
障
は

生
じ
て
い
な
い
」
と
し
た
。

　
４
月
以
降
の
石
油
販
売
量

は
４
月
15
％
減
、
５
月
13
％

減
、
６
月
10
％
減
と
減
少
幅

が
徐
々
に
縮
小
。
電
力
需
要

は
４
月
以
降
、
前
年
同
月
比

で
４
月
３
・
５
％
減
、
５
月

９
・
２
％
減
、
６
月
２
・
２

％
減
、
７
月
５
・
９
％
減
と

推
移
。
４
〜
６
月
都
市
ガ
ス

需
要
は
17
〜
19
年
の
３
カ
年

平
均
と
20
年
の
用
途
別
比
較

で
家
庭
用
９
％
増
に
対
し
、

工
業
用
15
％
増
、
商
業
用
27

％
減
と
な
っ
た
。

　
政
府
か
ら
緊
急
事
態
宣
言

が
発
令
さ
れ
て
い
た
時
期
を

含
む
た
め
、「
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
が
一
定
程
度
あ

っ
た
と
推
測
さ
れ
る
」
と
し

た
。
保
坂
長
官
は
ま
た
、
現

行
の
第
５
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
基

本
計
画
に
基
づ
く
政
策
の
現

状
も
説
明
し
た
。

大間々東中学校体育館に設置されたＧＨＰ８台

　
設
置
台
数
は
あ
ず
ま
小
学

校
（
体
育
館
の
延
べ
床
面
積

６
９
０
平
方
㍍
）
が
Ｇ
Ｈ
Ｐ

室
外
機
４
台
（
計
80
馬
力
）
、

大
間
々
東
中
学
校
（
同
１
５

９
３
平
方
㍍
）
が
８
台
（
計

１
６
０
馬
力
）
。
と
も
に
９

８
０
㌔
㌘
型
バ
ル
ク
を
設
置

し
た
ほ
か
、
群
馬
県
Ｌ
Ｐ
ガ

ス
協
会
（
山
田
陽
一
会
長
）

か
ら
寄
贈
の
ガ
ス
取
り
出
し

口
（
ボ
ッ
ク
ス
コ
ッ
ク
）
を

装
備
し
、
炊
き
出
し
や
発
電

な
ど
の
有
効
活
用
を
図
る
。

ガ
ス
供
給
は
同
市
に
地
盤
を

置
く
ス
ナ
ガ
（
須
永
聡
介
社

長
）
が
行
う
。

　
財
源
は
、
総
務
省
の
緊
急

防
災
・
減
災
事
業
債
を
活
用

し
た
。
同
債
は
自
治
体
が
喫

緊
の
防
災
・
減
災
対
策
に
取

り
組
め
る
よ
う
創
設
さ
れ
た

も
の
で
、
地
方
債
充
当
率
１

０
０
％
、
元
利
償
還
金
に
対

す
る
地
方
交
付
税
措
置
率
70

％
で
自
治
体
負
担
は
30
％
の

み
と
な
る
。
加
え
て
、
今
回

は
業
界
補
助
と
し
て
群
馬
県

協
か
ら
助
成
金
１
０
０
万
円

（
50
万
円
×
２
校
）
と
、
群

馬
県
ガ
ス
事
業
協
同
組
合

（
渡
邉
誠
理
事
長
）
か
ら
デ

リ
バ
リ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
２

台
が
そ
れ
ぞ
れ
寄
贈
さ
れ

た
。

　
当
初
、
大
間
々
東
中
学
校

は
桐
生
ガ
ス
の
都
市
ガ
ス
導

管
地
域
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

都
市
ガ
ス
仕
様
Ｇ
Ｈ
Ｐ
の
導

入
を
予
定
し
て
い
た
が
、
昨

今
の
猛
暑
や
自
然
災
害
が
多

発
し
て
い
る
現
状
を
受
け
、

避
難
所
と
し
て
の
機
能
維
持

や
利
便
性
向
上
の
観
点
か

ら
、
最
終
的
に
は
Ｌ
Ｐ
ガ
ス

仕
様
の
導
入
に
至
っ
た
。

　
群
馬
県
協
は
、
避
難
所
と

な
る
公
立
小
中
学
校
体
育
館

へ
の
Ｇ
Ｈ
Ｐ
の
普
及
促
進
の

た
め
、
各
自
治
体
の
首
長
や

教
育
委
員
会
な
ど
に
働
き
か

け
を
行
っ
て
い
る
。
今
回
は

須
藤
市
長
自
身
が
か
ね
て
か

ら
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
機
動
性
を
高

く
評
価
し
て
い
る
こ
と
や
、

同
市
が
災
害
・
避
難
所
対
策

に
注
力
し
て
い
る
こ
と
も
追

い
風
と
な
っ
た
。
須
藤
市
長

は
「
群
馬
県
は
災
害
が
少
な

い
地
域
と
言
わ
れ
る
が
、
災

害
は
い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら

な
い
予
測
不
可
能
な
も
の

だ
。
Ｇ
Ｈ
Ｐ
は
、
災
害
時
の

市
民
の
健
康
を
守
る
う
え
で

十
分
な
役
割
を
果
た
し
て
く

れ
る
と
思
う
。
ま
た
、
県
内

公
立
学
校
の
体
育
館
へ
の
設

置
は
初
と
い
う
こ
と
で
、
良

い
前
例
と
し
て
ア
ピ
ー
ル
し

て
い
き
た
い
」
と
語
っ
た
。

保坂伸長官

t-sakane
長方形

t-sakane
長方形

t-sakane
長方形
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